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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月30日(2014.6.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１７】
　いくつかの態様では、ＡＰは、ＣＳＩフィードバック制御フィールド１１１０ａ中の情
報に基づいて、ＳＴＡに情報を送るためのパラメータを調整してもよい。例えば、ＮＤＰ
Ａ／ＮＤＰ未送信サブフィールド１２３６が、以前に送信したＮＤＰＡまたはＮＤＰが受
信されなかったことを示しているときに、ＡＰは、ＮＤＰＡまたはＮＰを再度送信しても
よく、または、将来のＮＤＰＡおよび／またはＮＤＰを送るために使用されるＰＨＹレー
トのような、レートを減少させてもよい。ＮＤＰＡ／ＮＤＰ未送信サブフィールド１２３
６が、以前に送信されたＮＤＰＡおよびＮＤＰが受信されたことを示している場合に、Ａ
Ｐは、レートを増加させてもよく、または、変調スキームのような、別のパラメータを調
整してもよい。さらに、ＣＳＩフィードバック制御フィールド１１１０ａが、チャネルが
変化していない、または、ほとんど変化していないことを示す場合に、ＡＰは、例えば、
ＮＤＰＡ／ＮＤＰ未送信サブフィールド１２３６および／または差分ＣＳＩサブフィール
ド１２３８を使用して、ＡＰがＳＴＡからＣＳＩを要求する頻度を減少させてもよい。同
様に、ＡＰが、毎回完全なＣＳＩを受信する場合に、または、チャネルが急速に変化して
いるように見える場合に、ＡＰは、ＡＰがＳＴＡからＣＳＩを要求する頻度を増加させて
もよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４６】
　先に論じたように、いくつかの態様では、ＮＤＰＡモジュール１３０２は、例えば、Ｃ
ＳＩに、または、ＣＳＩフィードバックで示されたチャネル条件の変化に少なくとも部分
的に基づいて、ＮＤＰＡフレームを送るための頻度を決定するように構成されている。Ｎ
ＤＰＡモジュール１３０２は、ＮＤＰＡフレーム４２２に関して上述した他の情報のうち
のいずれかを発生または決定するようにさらに構成されていてもよい。いくつかの態様で
は、ＮＤＰＡモジュール１３０２の機能性は、図２で図示した制御装置２３０を少なくと
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も使用して実現される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５６】
　いくつかの態様では、ＣＳＩ処理モジュール１３１４は、受信したＣＳＩフィードバッ
クを分析して、例えば、ＣＳＩに、または、ＣＳＩフィードバックで示されたチャネル条
件の変化に少なくとも部分的に基づいて、ＮＤＰＡフレームを送るための頻度を決定する
ように構成されている。この情報は、ＮＤＰＡモジュール１３０２に通信されてもよい。
いくつかの態様では、ＣＳＩ処理モジュール１２１０の機能性は、図２で図示した制御装
置２３０および／またはＲＸデータプロセッサ２４２を少なくとも使用して実現される。
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